
立
春
祭

懺
ま
わ
し

御な
年象
花ま
祭ア

戯
ル
神
７摯
詢
結
略
れ

特
殊
神
事

立
春
の
日
に
神
馬
藻
を
本
敲
す
る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
二
月
五
日
、
民
子
男
子
の
初
節
句
を
祝

い
、
中
学
生
た
ち
に
よ

っ
て
行
わ
枚

ま
す
。

人
口
槍
命
が
瀬
声
を
切
り
開

い
て
引
場
げ
る
道
ヤ

の
姿
を
偲
ぶ
催
し
で
す
。

新
嘗
祭
の
前
日
に
木
製

の
人
お
こ
し
で
浄
人
を
お
こ
し
、
直
径
十

二
釧
程
の
薄

い

円
併
を

つ
く
り
、
当
日
神
前
に
供
し
た
後
、
参
拝
者
に
よ
き
与
え
ま
す
。　
こ
の
併

を
御
年
花
と

い
い
種
々
の
霊
験
が
あ
る
と

い
わ
枚
て
い
ま
す
。
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兵
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県
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市

出
石

町
宮

内

九

九

電
話
　
〇
七
九
六

（五
二
）
二
四
四
〇

山
陰
本
線
豊
岡
駅
下
車
、
出
石

。
但
東
方
面
行
バ
ス

で
約
二
十
五
分
、
鳥
居
下
車
、
東

へ
徒
歩
十
分

岩引きの図

出石神社社殿

禁足地



御
　
祭
　
神
　
伊
豆
志
八
前
大
神

あ

め

の

ひ

ぼ

こ

の

み

こ

と

天

日

槍

命

え
日
槍
命
が
新
こ
の
国
よ
り
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た
入
種
の
神
宝
を
出
妬
入
前
え
神
と
し

て
、
ま
た
人
口
槍
命
の
人
御
霊
を
御
祭
神
と
し
て
斎
祀
し
て
い
ま
す
。

人
口
槍
命
は
、
『
十
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
と
も
に
新
羅
国
工
の
王
子
で
、
日
本
に
渡
来
さ
択

た
と
し
、
そ
の
事
蹟
は
記
紀
の
ほ
か

『
播
磨
回
風
上
記
』
、
『
筑
前
国
風
上
記
』
４
丈
年
に
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
種

の
神
宝
と
は
、
『
昔
事

記
』

に
は
珠

二
貫

・
振
漠
此
礼

・
勿
漠
此
礼

・
振
風
比
礼

・

勿
風
此
礼

・
奥
津
鏡

・
辺
津
鏡
の
入
種
と
し
て
い
ま
す
。

口
道
間
守
命

（某
れ
）
、
神
功
皇
后

（什
友
人
皇
皇
后
）
は
人
口
槍
命
の
ご
子
系
で
す
。

神
社
の
創
立
年
代
は
あ
き
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
殿
の

『
一
官
縁
起
』
に
は
、
黙
羽
道

主
命
と
多
遅
麻
比
那
良
嗅
と
相
謀
り
、
夭
日
槍
命
を
祀
っ
た
と
伝
え
、
諸
言
に
よ
り
ま
す
と
、

遅
く
と
も
入
世
紀
の
は
じ
め
項
に
は
す
で
に
こ
の
地
で
祭
祀
が
お
こ
な
わ
薇
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
薇
ま
す
。

仁
馬
の
国

一
官
と
し
て
当
地
で
は
別
名
を

一
営
さ
ん
と
呼
び
親
し
ま
薇
て
い
ま
す
。

人
口
槍
命
は
泥
海
で
あ

っ
た
仁
馬
を
円
山
川
河
口
の
瀬
オ

・
津
居
山
の
間
の
岩
山
を
開

い
て
濁

流
を
日
本
海
に
流
し
、
現
在
の
豊
決
な
仁
馬
千
野
を
現
出
さ
枚
、
円
山
川
の
治
水
に
、
ま
た
疸

産
典
業
に
功
績
を
遺
さ
れ
た
神
と
し
て
専
崇
を
集
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
社
殿
は
大
工
二
年
に
再
定
さ
薇
、
圭
塀
で
囲
ま
薇
た
二
間
社
流
造
の
本
殿
、
そ
の
前

面
に
勿
姜
造
り

の
幣
殿
と
机
「
殿
が
あ
り
、
拝
殿
は
舟
殿
形
式

で
入
母
渥
造
り
平
入
り

で
蔀
声

を

つ
り
、
工
面
に
拝
殿
の
屋
根
と
独
立
し
た
千
唐
破
風
山
桁
の
向
拝
は
化
に
類
の
な

い
珍
し

い

走
集

で
す
。
神
門
は
升
塗
の
入
胸
門
で
、
数
多
く
の
暮
股
を
飾
り
、
左
右
に
逹
な
る
塀
も
升
全

り
で
す
。

境
内
東
北
隅
に
約
二
百
坪
の
禁
足
地
が
あ
り
、
老
樹
が
う

っ
そ
う
と
生

い
茂
り
、
入
薇
ば
崇

り
が
あ
る
と

い
わ
薇
て
い
ま
す
。　
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